
野⽥佳彦内閣総理⼤⾂殿 
 
現在、福井県の⼤飯原発 3 号炉の再稼働が⽬前に迫っています。それは合理性とは程遠い説明による
決定であり、納得のいかない多くの⼈々によって現在かつてない勢いで反対の声が⼤きくなっていま
す。 
総理は就任にあたって脱原発依存を掲げたにもかかわらず「国⺠⽣活を守るため」に再稼働を決断し
たと宣⾔されましたが、「国⺠⽣活を守るため」には再稼働をしない決断こそが脱原発依存の筋道で
はないですか。 
 
 
－未だ福島の原発事故の原因究明は結論が出されておらず、それを待たず⼤飯原発の安全が確認でき
たと明⾔できる根拠が分かりません。 
 
－原⼦⼒発電を推進する経産省内に監視役の原⼦⼒安全・保安院が存在するという⽭盾を解決すると
約束しながら、原⼦⼒規制庁は未だ存在せず、今後の安全審査を⼀任されるべき機関の承認のないま
まのなぜ再稼働が可能なのですか。 
 
－原⼦⼒に関する専⾨家のトップと位置づけられる原⼦⼒安全委員会委員⻑が、⼀次のストレステス
トだけでは安全確認は不⼗分であるとしているのに、なぜ原⼦⼒技術の素⼈である政治家数⼈がその
知⾒を超えて再稼働を決断できるのですか。 
 
－⼤飯原発には、免震事務棟もフィルター付きベント装置も防波堤のかさ上げも成されていません。
それでも安全は確認されたと⾔い、他⽅でこれらを数年かけて設置する予定だと⾔います。すでに安
全であれば余計なことはする必要がないし、これらの施設が必要ならばそれがすべて設置し終わって
から稼働するのが道理ではありませんか。 
 
－放射能の⾶散は県境で⽌まってくれないことは福島で証明されたにもかかわらず、未だ防災計画は
県単位でしか⽰されていないため、⼤飯町の避難先はまっすぐ南下して京都へ、ではなく、福井県の
原発銀座をすべて通りぬけた先が指定されています。これが「国⺠を、そして住⺠を守るため」の再
稼働ですか。 
 
－これから沢⼭の地震が⽇本へやってくると云う専⾨家は少なくありません。⼤飯原発の真下にも活
断層があるという知⾒が明らかになりました。そう云う意⾒にはこれまで通り⽿を傾けないおつもり
ですか。 
 
これらの事実から⾒えてくることはただひとつ「たぶん地震も津波も来ないだろう」と云う震災前と
まったく変わらない、何も学習していない無責任な総理の決断です。 
多重防護を豪語した⽇本の原⼦⼒発電所の安全神話は完全に崩壊しました。たぶん来ないだろうと思
っていた津波はやってきて、今福島の原発は放射能をばらまきながら無残な姿を晒しています。にも
かかわらず、これから⼤飯原発は神話崩壊以前と何も変わらない安易さで再稼働されようとしていま
す。福島の事故により⼤変な数の⽅々が満⾜な補償もされず、今もまだ困難な⽣活を強いられている
さなか、⼤惨事の犠牲から学びとる努⼒もせずに再稼働することは到底同意できません。 
「国⺠⽣活を守るため」再稼働をしない決断重ねてお願いします。 
 
６⽉２９⽇ 
スイスから⽇本の原⼦⼒発電所再稼働を憂慮する有志⼀同 
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